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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

追
　
跡

委
員
会
の
う
ご
き

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

追
　
跡

委
員
会
の
う
ご
き

質
問
町
は
、
新
た
に
総
合
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
従
来
の
総
合
防
災

マ
ッ
プ
と
の
違
い
は
何
か
。

答
弁
町
長　
ま
ず
、
新
た
に
作

成
す
る
総
合
防
災
マ
ッ
プ

で
は
、
利
根
川
と
烏
川
に
加
え
、
滝

川
と
藤
川
の
洪
水
浸
水
想
定
情
報
も

反
映
す
る
。
さ
ら
に
、
外
国
人
に
も

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
４
か
国
語

の
概
要
版
も
作
成
す
る
。

質
問
４
年
前
の
一
般
質
問
で
、

「
浸
水
想
定
図
の
浸
水
深

の
色
が
赤
系
統
で
分
か
り
に
く
い
」

と
指
摘
し
た
が
、
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
環
境
安
全
課
長　
委
託
業

者
と
も
協
議
し
、
浸
水
の

深
さ
が
分
か
り
や
す
い
色
分
け
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
浸
水
想
定
図
の
浸
水
深
は

５
段
階
表
示
だ
が
、
10
ｍ

以
上
の
浸
水
区
域
は
玉
村
町
に
は
存

在
し
な
い
。
４
段
階
表
示
で
良
い
の

で
は
。
ま
た
、
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想

定
区
域
の
表
示
も
改
善
の
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
環
境
安
全
課
長　
浸
水
深

の
色
と
併
せ
、
表
示
方
法

に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に

よ
る
下
水
道
接
続
工
事
は

質
問
緊
急
経
済
対
策
住
宅
等
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
は
、

下
水
道
接
続
工
事
も
対
象
と
な
り
、

接
続
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
こ

の
支
援
事
業
を
活
用
し
た
下
水
道

接
続
工
事
の
現
状
は
。

答
弁
町
長　
８
月
19
日
時
点
で
、

下
水
道
接
続
工
事
に
関
す

る
申
請
は
、
全
申
請
件
数
の
約
14
％

に
当
た
る
43
件
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
未
接
続
世
帯
に
対
し
、
本

支
援
事
業
を
活
用
し
た
早
期
接
続
の

依
頼
通
知
を
順
次
発
送
し
て
い
る
た

め
、
今
後
、
申
請
件
数
が
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。

特
殊
詐
欺
へ
の
対
応
は

質
問
こ
の
と
こ
ろ
特
殊
詐
欺
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
。

町
の
対
応
は
。

答
弁
町
長　
特
殊
詐
欺
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
は
、
住
民
の

財
産
を
守
る
上
で
大
変
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
群
馬
県
警
か
ら
の
情
報
に

つ
い
て
、
メ
ル
た
ま
を
通
じ
て
発
信

す
る
と
と
も
に
、
８
月
に
は
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
情
報
提
供
を
行
い
、

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
周
知
を

お
願
い
し
た
。
さ
ら
に
、
10
月
の
広

報
で
も
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
注
意
喚
起
を
行
う
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

	・
高
耐
久
性
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
採
用
を

質
問
玉
村
町
の
人
口
減
少
は
、

依
然
と
し
て
続
い
て
い
る

が
、「
玉
村
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く

人
口
減
少
に
対
す
る
取
組
は
。

答
弁
町
長　
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
長
期
的
に
人
口
を
一

定
に
保
ち
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
子
育

て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
を
精
力

的
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
継
続
的

な
社
会
増
を
促
す
た
め
、
文
化
セ
ン

タ
ー
周
辺
に
住
宅
団
地
を
分
譲
す
る

な
ど
、
環
境
整
備
を
整
え
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
の
転
入
を
促
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
雇
用
元
と
な
る
企
業
の

誘
致
を
行
い
、
雇
用
の
場
を
創
出
す

る
こ
と
で
若
者
の
転
出
を
抑
制
す
る

と
と
も
に
、
進
学
等
で
町
外
へ
転
出

し
た
場
合
で
も
、
就
業
に
伴
っ
て
玉

村
町
へ
戻
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

質
問
そ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か
。

答
弁
町
長　
評
価
に
つ
い
て
は
、

数
年
で
効
果
が
現
れ
る
か

分
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
取
組
の

効
果
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
、

努
力
を
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
捉

え
て
い
る
。

質
問
「
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く

人
口
減
少
対
策
は
。

答
弁
町
長　
主
な
施
策
と
し
て
、

「
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

北
地
区
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
」、

「
空
き
家
の
有
効
活
用
」、「
子
育
て

支
援
体
制
の
充
実
」
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
取
組
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
不
登

校
児
童
・
生
徒
の
対
応
は

質
問
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
発

生
率
と
そ
の
対
応
は
。

答
弁

教
育
長　

不
登
校
の
児

童
・
生
徒
数
は
、
小
学
校

で
は
14
名
、
全
児
童
数
の
０
・
８
％
、

中
学
校
で
は
47
名
、全
生
徒
数
の
５・

３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
文
部
科
学
省
か
ら
、
不
登

校
を
問
題
行
動
と
し
て
捉
え
ず
、
社

会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を
最
終
目
的

と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
担

任
や
学
年
職
員
を
は
じ
め
、
教
育
相

談
担
当
等
を
中
心
に
、
心
理
や
福
祉

の
専
門
家
も
積
極
的
に
活
用
し
、
相

談
体
制
を
構
築
し
て
本
人
や
保
護

者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

	・
公
園
等
の
公
共
施
設
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て

 町長

新・旧の総合防災
マップの違いは

総合戦略による
人口減少対策は

 町長

昭和 22 年カスリーン台風後の航空写真

様々な取組を
継続して行っている

洪水浸水想定情報を
拡充する

松
本
幸
喜

月
田
　
均

開発が進む高崎玉村スマートＩＣ北地区工業団地




